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🏁 教育目標 

一人ひとりの生徒に、活きて働く学力を身につけさせ、これからの国際社会を生き抜く

ための力を育成することをめざし、その根本たる人権尊重の精神を具現化できる豊かな

人間性をはぐくむことを目標とする。 

【校訓】 

『希望あれ，こころあれ，学びあれ』 

〈希望あれ〉望ましい未来を観る。自主、創造の精神を養い、明るい人になろう。 

〈こころあれ〉まごころを通じる。自他を尊重し、正しい判断力と責任を持って行動できる人になろう。 

〈学びあれ〉学びの中につとめはげむ姿をうつす。真理を求め、努力を怠らず、すすんで他と協力できる人になろう。 

【グランドデザイン】 

令和５年度に『大阪市立瓜破西中学校教育全体構想図【瓜破西中学校グランドデザイン】』を策定しました。校訓を礎とし

て立てた上記目標に沿って、[めざす学校像]・[めざす生徒像]・[めざす教職員像]を掲げました。 

[めざす学校像]≪明日も行きたくなる学校≫,≪来訪者に感動を与える学校≫ 

[めざす生徒像]≪自他の尊重を行動で示せる生徒≫,≪自らの力で考え発信できる生徒≫,≪心も体もはつらつとした生徒≫ 

[めざす教職員像]≪生徒の思いや行動を受け止められる教職員≫,≪自ら学ぶ姿勢の教職員≫,≪助け合い支えあう教職員≫ 

です。このグランドデザインは、若干の更新を加えつつ、令和７年度末には再度見つめ直したうえで新たなグランドデザイン

を策定する予定です。その際には、[めざす生徒像]≪自らの力で考え発信できる生徒≫の集大成として、生徒の手によるグラ

ンドデザインの策定を理想としています。 

【年度目標】 (グランドデザインに掲げた今年度の目標) 

【不登校生徒と保健室来室生徒(心因性)の減少をめざす】 

【生徒がより良い学校生活が送れるよう、教師力向上(授業力･指導力)をめざす】 

【生徒一人ひとりの学力の向上をめざした、授業実践に取り組む】 

【学校総体としての校内の取り組みや行事を実施し、体系化･系統化した組織を構築する】 

【幼小中連携及び地域連携を充実させることによって、地域全体で生徒を育てる感覚を醸成する】 

瓜破西中学校は、昭和 49(1974)年の創立から一昨年度で 50周年を迎えました。瓜破中学校からの分離新設

ということで、校舎建築等に当たっては地元住人の方々に多大なるご協力とご支援を頂戴いたしました。それ

から半世紀が経過したことになります。今後につきましても、よき伝統は受け継ぎながら、生徒のために変え

るべきところは変えていき、新たな伝統を構築して参ります。そのための実際の動きとして、令和６年度入学 

生から標準服(いわゆる制服)を変更し、詰襟学生服･セーラー服からブレザー形式としたほか、令和７年度よりサポートルーム

（活動支援室）も新設しました。 

変化の激しい時代ですが、子どもたちの健やかな成長を最優先に考え、教職員一同力を合わせ、地域の皆様に愛される学校運

営を推進していく所存です。ご理解ご支援いただきますよう、よろしくお願いします。        校長 佐藤 勝久  
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令和６年度「全国学力・学習状況調査」 

国語 数学  

平均正答率（％） ５３ 4９ 

 

 

●結果と概要／ 
国語はほとんどの領域において全国平均を

下回った。しかし､｢読むこと｣の領域では全国
平均ともほとんど差がなく、日ごろから長文
読解に取り組んでいる成果があったと考えら
れる。数学もすべての領域において全国平均
を下回ったが､｢数と式｣、「図形」、「関数」の領
域は全国平均ともほとんど差がなく、日ごろ
の問題演習や習熟度別授業の成果が少しずつ
出ていると考えられる。 

●取組の成果と課題／ 
［国語］全体的にみると、知識および技能の向上が必要だと思われる結果であっ

た。今後も基礎的な学力の定着を目指して、漢字の書き取りや教科書の音読
などにしっかり取り組みたい。長文読解の取り組みは継続して取り組んでい
き、さらなる成長につなげていきたい。 

［数学］入試対策として、授業開始時に計算問題を中心とした問題演習の時間を
取り入れるなどして、多くの問題に触れる機会をつくっていきたい。以前ま
では「データの活用」領域の問題が少なかったため、今後は積極的に「デー
タの活用」領域の問題も取り入れ、データを分析する力を養っていきたい。 

令和６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 
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合計 

得点（点） 

２年男子 28.85 28.16 43.02 54.57 73.15 7.99 206.58 22.88 43.67 

２年女子 24.53 23.86 56.88 50.15 54.53 8.89 187.59 12.10 53.59 

 

●結果と概要／ 
令和５年度は多くの項目で全国平均を下回る結果となり、結果的

に体力合計点も大きく下回ったが、令和６年度は多くの項目(男子
８種目中４種目／女子８種目中７種目)で全国平均を上回る結果を
残すことができ、体力合計点は男女とも上回ることができた。以前
より、学校評価アンケートでは「運動やスポーツをすることが好き
ですか」という質問に肯定的回答をする生徒が８４％おり、決して
体を動かすことが嫌いというわけではなかったと思われる。 
令和５年度と６年度では調査対象生徒が異なるので、結果が大き

く異なることも当然であるが、どの学年であっても大きな差がなく
一定の結果を残せるように、体育の授業や部活動などを展開してい
くことが必要だと考えている。 

●今後の取組／ 
これまで、体育の授業や部活動等を通じて、運動やスポー

ツの楽しさを伝える指導を心がけて取り組んできた。学校
評価アンケートにおいて「運動やスポーツをすることが好
きですか」という質問に肯定的回答をする生徒が８４％と
なったのは、これまでの取り組みに対する一定の成果であ
ると考えられる。学校では、今後もこれまでと変わらず、体
育の授業や部活動などを通じて、運動やスポーツの楽しさ
を感じられるように取り組んでいきたい。一方、体力や運動
能力は家庭での生活(運動習慣)とも密接に結びついている
ので、保護者や地域の協力も不可欠である。家庭の協力も得
ながら、体力・運動能力の向上をめざしたい。 

♪ 学校の特色 ♪ 

1学期の行事 

・入学式 

・部活動編成 

・家庭訪問 

・授業参観 

・３年修学旅行 

・１年一泊移住 

・教育相談 

・学期末懇談会 

２学期の行事 

・文化祭 

・運動会 

・地域防災訓練 

・２年高校訪問 

・学校説明会 

・３年進路懇談 

・学期末懇談会 

３学期の行事 

・１年職業講話 

・百人一首大会 

・球技大会 

・３年進路懇談 

・３年お茶会 

・卒業式 

⚽ 部活動 🎺 

運 動 部     ソフトテニス、柔道、バレーボール、サッカー、野球、バドミントン 

文 化 部     吹奏楽、美術、将棋、手芸、英語 

令和７年度 

・運動部入部率５２.５％ 文化部入部率１５.９％ 全体入部率６８.４％ 

・運動部も文化部も熱心に活動しており、着実に成果をあげつつあります。 

 

🚢 卒業後の進学先【R７年度卒業者数１１８名】 

国公立高校等  東住吉総合(１１) 教育センター附属(１０) 長吉(７) 阿倍野(３) 大塚(３) ＯＢＦ(３) 松原(３) 
               ２名以下⇒ 夕陽丘 八尾 中央 水都国際 清水谷 住吉 生野 阪南 東住吉支援 等 
私立高校等    興國(４) あべの翔学(３) 城南学園(３) 上宮(２) 清明（２） 

１名⇒ 大阪学芸 明浄学院 四天王寺 阪南大学 関西情報工学院 天王寺学館 等 


